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受益者のみなさまへ 
毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申し上げ

ます。 
さて、「アライアンス・バーンスタイン・グロー

バル・ボンド・ファンド」は、このたび第19期の
決算を⾏いました。 

ここに、当期の運用状況をご報告申し上げます。 
今後とも⼀層のお引き⽴てを賜りますよう、お願

い申し上げます。 

●当ファンドの仕組み 
当ファンドの仕組みは次のとおりです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／債券 
信 託 期 間 無期限｡ただし､信託約款所定の事由が生じたときは､信託

契約を解約し､信託を終了(償還)させることがあります｡ 

運 用 方 針 
世界各国の投資適格格付けの公社債を主な投資対象と
し､信託財産の成⻑を図ることを目的として運用を⾏い
ます｡ 

主 要 
運 用 対 象 

アライアンス・ 
バーンスタイン・ 
グ ロ ー バ ル ・ 
ボンド・ファンド 

アライアンス・バーンスタイン・グロー
バル・ボンド・マザーファンド受益証券
を主要投資対象とします｡ 

ア ラ イ ア ン ス ・ 
バ ー ン ス タ イ ン ・ 
グローバル・ボンド・ 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

世界各国の投資適格格付けの公社債を主
な投資対象とします｡原則として､取得時
に格付機関により投資適格格付けを得て
いる公社債としますが､格付けを得てい
ない場合でも､委託者が投資適格債に相
当すると判断した場合は投資を⾏う場合
もあります｡ 

組 入 制 限 

アライアンス・ 
バーンスタイン・ 
グ ロ ー バ ル ・ 
ボンド・ファンド 

①株式への実質投資割合は､信託財産の
純資産総額の10％以内とし､優先株
および転換社債の転換､新株引受権の
⾏使および新株予約権の⾏使､株主割
当または社債権者割当により取得し
たものに限ります｡ 

②外貨建資産への実質投資割合には､制
限を設けません｡ 

ア ラ イ ア ン ス ・ 
バ ー ン ス タ イ ン ・ 
グローバル・ボンド・ 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

①株式への投資割合は､信託財産の純資
産総額の10％以内とし､優先株およ
び転換社債の転換､新株引受権の⾏使
および新株予約権の⾏使､株主割当ま
たは社債権者割当により取得したも
のに限ります｡ 

②外貨建資産への投資割合には､制限を
設けません｡ 

分 配 方 針 

(１)毎決算時に､原則として以下の方針に基づき分配を
⾏います｡ 
①分配対象額は､経費控除後の利⼦等収益および売

買益(評価益を含みます｡)等の全額とします｡ 
②分配⾦額は､委託者が基準価額⽔準､市場動向等を

勘案して決定します｡ただし､分配を⾏わない場合
もあります｡ 

(２)留保益の運用については､特に制限を設けず､｢基本
方針｣および｢運用方法｣に基づき元本と同⼀の運用
を⾏います｡ 

 

 
アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド 
愛称 ボンド・ストーリー 

追加型投信／内外／債券 
第19期(決算日2021年５月６日) 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

15期(2017年５月１日) 16,346 0 0.4 402.70 0.4 98.1 － 805 

16期(2018年５月１日) 16,573 0 1.4 415.39 3.2 95.2 － 864 

17期(2019年５月７日) 16,567 0 △0.0 420.54 1.2 97.9 － 898 

18期(2020年５月１日) 16,728 0 1.0 437.51 4.0 96.8 － 979 

19期(2021年５月６日) 17,440 0 4.3 455.48 4.1 96.6 － 1,091 
 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 債券組入比率には、新株予約権付社債(転換社債)は含まれておりません。 

（注） 債券先物比率は買建比率－売建比率。 

 
※ベンチマークについて 

当ファンドのベンチマークはFTSE世界国債インデックス（円ベース）です。FTSE世界国債インデックス（円ベース）は、原則として基準価

額計算日前日付の数値を採用しています。FTSE世界国債インデックス（円ベース）は世界主要国の国債の総合収益率を各市場の時価総額で

加重平均した指数です。 

当資料で使用している指数等に係る著作権等の知的財産権、その他一切の権利は、当該指数等の開発元または公表元に帰属します。 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2020年５月１日 16,728 － 437.51 － 96.8 － 

５月末 16,834 0.6 439.57 0.5 96.5 － 

６月末 17,019 1.7 444.88 1.7 95.0 － 

７月末 17,178 2.7 449.00 2.6 99.5 － 

８月末 17,137 2.4 447.34 2.2 97.9 － 

９月末 17,199 2.8 449.36 2.7 96.5 － 

10月末 16,966 1.4 444.22 1.5 99.0 － 

11月末 17,151 2.5 448.09 2.4 97.9 － 

12月末 17,268 3.2 451.23 3.1 98.8 － 

2021年１月末 17,230 3.0 450.23 2.9 99.1 － 

２月末 17,087 2.1 447.85 2.4 97.0 － 

３月末 17,448 4.3 453.78 3.7 98.3 － 

４月末 17,422 4.1 455.16 4.0 96.7 － 

(期  末)       

2021年５月６日 17,440 4.3 455.48 4.1 96.6 － 
 

（注） 各騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 債券組入比率には、新株予約権付社債(転換社債)は含まれておりません。 

（注） 債券先物比率は買建比率－売建比率。 

（注） 月末は、各月の最終営業日です。 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド 

  
アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド（以下「当ファンド」ということがありま

す。）の運用状況をご報告いたします。 

 

  

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 上記騰落率は、小数第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 分配金再投資基準価額およびベンチマークは、期首（2020年５月１日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） ベンチマークは、FTSE世界国債インデックス（円ベース）です。 

 

○基準価額等の推移 

基準価額（分配金（税込み）再投資）は前期末比4.3％の上昇となりました。一方、FTSE世界国債インデッ

クス（円ベース）は同4.1％の上昇となりました。 

 

○基準価額の主な変動要因 

【上昇要因】 

・保有債券のクーポン収入 

・保有している米国投資適格社債の価格上昇 

・為替市場において円安ドル高、円安ユーロ高となったこと 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド 

【下落要因】 

・保有している米国国債の価格下落 

 

  
【世界の債券市場】 

当期は、米国国債、ドイツ国債、日本国債ともに、前期末比で金利は上昇（価格は下落）しました。 

 

米国国債は、期初から2020年８月中旬にかけては、金利はおおむね横ばいで推移したものの、その後期末に

かけては、追加経済対策法案の成立などを背景に景気回復への期待から、金利は大きく上昇しました。 

ドイツ国債は、期初から2021年１月末にかけては、金利はおおむね横ばいでしたが、２月から期末にかけて

は、新型コロナウイルスの感染者数の減少や経済回復への期待などから、金利は上昇しました。 

日本国債は、期初から2020年12月末にかけては、金利はおおむね横ばいでしたが、2021年１月から３月初め

にかけては、欧米の金利上昇につられて、金利は上昇しました。その後期末にかけては、金利はやや低下しま

した。 

 

【為替市場】 

前期末比で、円安ドル高、円安ユーロ高となりました。 

 

ドル円は、期初から2020年12月末にかけては、新型コロナウイルスの感染再拡大の懸念や、米連邦公開市場

委員会（ＦＯＭＣ）での追加金融緩和の流れなどから、円高ドル安基調で推移しましたが、その後2021年４月

初めにかけては、米国国債金利が大きく上昇したことから、円安ドル高に転じました。期末にかけては、米国

国債金利の上昇が一服したことからやや円が戻しました。 

ユーロ円は、期初に円高ユーロ安に振れたあと、期末にかけておおむね円安ユーロ高基調で推移しました。 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド 

  
【当ファンド】 

当ファンドはアライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・マザーファンド（以下「マザーファン

ド」ということがあります。）受益証券への投資を通じて、主として世界各国の投資適格格付の公社債へ投資

することにより、信託財産の成長を図ることを目的としています。当ファンドは外貨建資産について、原則と

して為替ヘッジは行わないこととしています。 

当ファンドは期を通じてほぼ全額をマザーファンド受益証券に投資しました。 

 

【マザーファンド】 

世界各国の投資適格債を対象に調査チームによる相対的投資価値分析を基本としたアクティブ運用を行い

ます。運用にあたっては、当期も引き続き、ファンダメンタル分析と計量分析を融合した運用判断に基づき、

相対的に高い収益が期待される国、債券セクターや銘柄に対して機動的に資産配分を行いました。 

 

その結果、日本の組入比率が上昇した一方、スペインの組入比率が低下しました。先進国の国債では、金利

上昇に備え、低めの組入れとしていた米国を、引き続き低めとしました。ユーロ圏については、前期末時点で

やや高めの組入れとしていたスペインを徐々に低めとした反面、すでに低めの組入れとしていたドイツにつ

いては、中立付近に戻しました。 

 

  
（注） 組入比率は純資産総額に対する評価額の割合（小数第２位を四捨五入）。 

（注） 国別組入比率は、発行国を表示しています。 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド 

  
ベンチマークとの比較では、マザーファンドにおい

て、米国の投資適格社債への配分や、欧州国債の銘柄

選択が主なプラス要因となりました。一方、ノルウェー

クローネを低めとした通貨配分や、米国国債の残存期

間戦略が主なマイナス要因となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
当期の収益分配については、信託財産の成長を目指す観点から見送ることとしました。なお、収益分配に充

てなかった利益については、信託財産内に留保し「運用の基本方針」に基づいて運用を行います。 

 

分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第19期 

2020年５月２日～ 
2021年５月６日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 7,832  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の当期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 「当期の収益」、「当期の収益以外」は小数以下切り捨てで算出しているため合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。 

（注） 上記表は、経費控除後の数値です。分配金の計算過程については、「損益の状況」の注記をご覧ください。 

 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 

（注） ベンチマークは、FTSE世界国債インデックス（円ベース）です。
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド 

  
【当ファンド】 

引き続き、マザーファンド受益証券にほぼ全額投資する方針です。 

 

【マザーファンド】 

世界経済は、新型コロナウイルスの影響により不確実性が残るものの、ワクチン接種の進展による患者数の

減少や、インフラ投資をはじめとする新たな経済政策がけん引役として期待されます。主要国による過去最大

級の財政政策や金融政策などが追い風となり、2021年の世界経済はプラス成長になると予想しています。 

米国経済は、新型コロナウイルスの感染者数減少や、2021年３月に可決された追加経済対策に加えバイデン

政権が打ち出した「米国雇用計画」や「American Families Plan」などから経済活動が徐々に回復するとみら

れます。幅広いペントアップディマンド（繰越需要）に下支えされ、2021年はプラス成長に回復すると予想し

ています。 

欧州経済は、域内のワクチン接種とロックダウンの解除が徐々に進み、緩やかながら回復しつつあります。

そうした中、欧州中央銀行（ＥＣＢ）は2021年４月の理事会で景気を下支えするため、現状の緩和的な政策ス

タンス維持を決定したことから、2021年のユーロ圏経済はプラス成長に回復すると予想しています。 

日本経済は、新型コロナウイルスの影響は、依然収束のめどが立っていませんが、国内の感染拡大が徐々に

落ち着きを取り戻せば、一定のペントアップディマンドや緊急経済対策などが奏功して、2021年はプラス成長

に回復すると予想しています。 

 

引き続き、ファンダメンタル分析および計量分析に基づいて、世界各国の投資適格債を組み入れる方針です。 

 
※上記は決算日時点での見通しおよび運用方針であり、今後予告なしに変更することがあります。また、市況の変動等により方針通りの運

用が行われない場合があります。 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド 

○１万口当たりの費用明細 (2020年５月２日～2021年５月６日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 224  1.305  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (103)  (0.602)  委託した資金の運用、基準価額の算出、法定書類作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (111)  (0.647)  購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、口座内での
ファンドの管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 10)  (0.056)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 5   0.030   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  2)  (0.011)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管お
よび資金の送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  3)  (0.016)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  1)  (0.004)  その他は、信託財産に関する租税、信託事務の処理に要する諸費用等 

 合 計 229   1.335    

期中の平均基準価額は、17,161円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等の課されるものは消費税等相当額を含めて表示）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法に

より算出した結果です。 

（注） 各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。ただし、平均基準価額は円未満切り捨て。 

（注） その他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各比率は、１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド 

○売買及び取引の状況 (2020年５月２日～2021年５月６日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・マザーファンド 61,968 134,096 36,347 78,710 

 
（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2020年５月２日～2021年５月６日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2021年５月６日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・マザーファンド 467,157 492,779 1,090,914 
 

（注） 単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド 

○投資信託財産の構成 (2021年５月６日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・マザーファンド 1,090,914 99.3 

コール・ローン等、その他 7,847 0.7 

投資信託財産総額 1,098,761 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切り捨て。 

（注） アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産(25,646,865千円)の投

資信託財産総額(35,672,246千円)に対する比率は71.9％です。 

（注） 外貨建資産は、当期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、邦貨換算に使用した為替レー

トは、１米ドル＝109.33円、１カナダドル＝89.06円、１メキシコペソ＝5.3925円、100コロンビアペソ＝2.8398円、１ユーロ＝131.21円、

１英ポンド＝152.06円、１スウェーデンクローナ＝12.87円、１チェココルナ＝5.084円、100ハンガリーフォリント＝36.5445円、１オー

ストラリアドル＝84.64円、１シンガポールドル＝81.83円、１マレーシアリンギット＝26.5321円です。 

 

○特定資産の価格等の調査 

調査を行った者の名称 

EY新日本有限責任監査法人 

 

調査の結果及び方法の概要 

アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・マザーファンドにおいて行った取引のうち、調査依

頼を行った取引は2020年５月２日から2021年５月６日までの間で直物為替先渡取引（以下「NDF」といいます。）

87件でした。投資信託及び投資法人に関する法律（昭和26年法律第198号）第11条第２項に基づき、これらの

NDF取引については比較可能な価格のほか、通貨、期日、レート、取引の相手方の名称、その他当該取引の内

容に関してEY新日本有限責任監査法人へその調査を委託し、日本公認会計士協会が公表した専門業務実務指

針4460「投資信託及び投資法人における特定資産の価格等の調査に係る合意された手続業務に関する実務指

針」に基づく調査結果として合意された手続実施結果報告書を受領する予定です。 

なお、本調査は財務諸表監査の一部ではなく、また、価格の妥当性や内部管理体制について保証を提供する

ものではありません。 

以上 
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アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ボンド・ファンド 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2021年５月６日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 1,098,761,341   

 コール・ローン等 746,771   

 
アライアンス・バーンスタイン・グローバル・ 
ボンド・マザーファンド(評価額) 

1,090,914,570   

 未収入金 7,100,000   

(B) 負債 7,225,490   

 未払解約金 198,212   

 未払信託報酬 6,944,776   

 未払利息 2   

 その他未払費用 82,500   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,091,535,851   

 元本 625,887,180   

 次期繰越損益金 465,648,671   

(D) 受益権総口数 625,887,180口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 17,440円 
 

（注） 期首元本額585,517,632円､期中追加設定元本額95,834,288円､

期中一部解約元本額55,464,740円｡当期末現在における１口当

たり純資産額1.7440円｡ 
 

○損益の状況 (2020年５月２日～2021年５月６日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △        398   

 支払利息 △        398   

(B) 有価証券売買損益 54,466,632   

 売買益 57,287,927   

 売買損 △  2,821,295   

(C) 信託報酬等 △ 13,742,835   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 40,723,399   

(E) 前期繰越損益金 154,652,761   

(F) 追加信託差損益金 270,272,511   

 (配当等相当額) (  294,840,942)  

 (売買損益相当額) (△ 24,568,431)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 465,648,671   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 465,648,671   

 追加信託差損益金 270,272,511   

 (配当等相当額) (  294,840,942)  

 (売買損益相当額) (△ 24,568,431)  

 分配準備積立金 195,376,558   

 繰越損益金 △        398   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬、監査報酬など

の諸費用とそれらに対する消費税等相当額を含めて表示して

います。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 第19期計算期間末における費用控除後の配当等収益額（0円）、

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額

（24,936,820円）、収益調整金額（294,840,942円）および分配準

備積立 金額 （ 170,439,738 円 ）よ り分配 対象 収益 額は

490,217,500円（10,000口当たり7,832円）ですが、当期に分配

した金額はありません。 
 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
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